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立
正
大
学
同
窓
会
本
部
で
は
、
本
部
・

支
部
・
学
部
同
窓
会
で
連
携
し
、
被
災
さ

れ
た
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
栃
木
・

茨
城
・
千
葉
・
長
野
・
新
潟
の
9
県
の
支

部
支
援
と
お
見
舞
い
を
趣
旨
に
見
舞
金
事

業
を
行
い
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た

関
係
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
見
舞
協
力
金
と

本
部
支
援
金
を
合
わ
せ
、
被
災
さ
れ
た

支
部
9
県
に
各
7
万
円
を
差
し
上
げ
ま

し
た
。

　

一
日
も
早
い
復
興
と
支
部
活
動
の
ご
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

立正OB 
竹内洋岳さん＆小石博孝さん

小石博孝さん（撮影／岩瀬孝文・2009年）

左：竹内さん、中央：栗村アナ、右：髙村前学長（ニッポン放送第7スタジオ）

2011年チョー・オユー登頂成功時の竹内洋岳さん　©中島ケンロウ氏　写真協力：（株）アートオフィスプリズム

今
こ
そ
、同
窓
会
の
使
命
を　

果
た
す
べ
き
時

立
正
大
学
同
窓
会
本
部・支
部
同
窓
会・学
部
同
窓
会

東
日
本
大
震
災・長
野
県
北
部
地
震
被
災
支
部

見
舞
金
事
業
報
告（
２
）

立
正
大
学
同
窓
会
長

立
正
大
学
学
園
評
議
員
　
　
　
　
野
坂
法
雄

　

新
た
な
歳
を
迎

え
、
皆
様
健
や
か
に

新
春
の
第
一
歩
を
踏

出
さ
れ
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
難
と
も
言
え
る
大
災
害
に
遭

遇
し
、
更
に
は
台
風
に
よ
る
被
害
も
甚
大
で

し
た
。
多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
正
式
な
新
年
の
ご
挨
拶
は

ご
遠
慮
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

更
に
眼
を
世
界
に
転
ず
る
と
、
事
件
・
事

故
・
自
然
災
害
な
ど
が
頻
発
。
地
球
と
い
う

生
命
体
が
過
去
数
億
年
サ
イ
ク
ル
で
繰
り
返

し
て
い
る
変
革
期
に
入
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
さ
に
「
諸
行
無
常
」
を
目
の
当
た
り
に

し
て
い
る
訳
で
、
常
に
私
達
が
歳
を
重
ね
て

い
く
こ
と
で
実
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
遥
か

に
超
え
た
規
模
で
教
示
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
う
い
う
現
象

は
我
々
の
生
活
に
も
大
き
く
影
響
し
、
家
庭

生
活
の
経
済
的
圧
迫
を
生
じ
、
将
来
に
対
す

る
不
安
を
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て

申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
時
に
、
我
が
同
窓
会
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
、
在
校
生
と
新
入
生
に
希
望

と
信
頼
を
確
実
に
感
じ
て
頂
く
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
今
ど
こ
の
大
学
で
も
最
重
点
課
題
と

し
て
い
る
『
就
職
＝
出
口
』
の
確
保
で
す
。

　

勿
論
、
少
子
化
の
状
況
の
中
で
新
入
生
を

引
き
つ
け
る
こ
と
は
至
難
で
す
が
、
就
職
率

の
高
い
大
学
は
最
高
の
魅
力
と
な
る
訳
で
、

『
就
職
＝
出
口
』
を
確
か
に
す
れ
ば
入
口
の

問
題
は
お
の
ず
と
解
決
す
る
の
で
す
。

　

今
こ
そ
同
窓
会
は
こ
の
問
題
に
真
正
面
か

ら
向
い
合
う
べ
き
時
で
す
。
自
営
の
方
、
企

業
、
官
公
庁
、
地
方
自
治
体
等
に
お
勤
め
の

方
々
に
是
非
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
こ
と

は
、
立
正
大
学
生
を
受
け
容
れ
て
頂
く
為
、

最
大
限
の
努
力
と
活
動
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
我
が
母
校
の
未
来
の
為
に
。

　

昨
年
9
月
30
日
、
日
本
時
間
午
後
4
時
41

分
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー
（
8
、

2
0
1
m
）
の
無
酸
素
登
頂
に
成
功
。
在
学

中
は
山
岳
部
に
所
属
し
20
歳
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
を

登
山
。
そ
の
後
、
酸
素
や
シ
ェ
ル
パ
を
使
用

し
な
い
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
の
速
攻
登
山

で
世
界
の
8
、
0
0
0
ｍ
峰
14
座
中
13
座
の

登
頂
を
達
成
。

　

05
年
エ
ベ
レ
ス
ト
で
の
意
識
喪
失
、
悪
天

候
や
雪
崩
に
よ
る
登
頂
断
念
、
07
年
の
ガ
ッ

シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
（
8
、0
3
5
ｍ
）
で
は
、

腰
椎
破
裂
骨
折
の
瀕
死
の
重
傷
を
負
う
も
、

各
国
登
山
隊
の
レ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
り
懸
命
な

救
助
活
動
で
奇
跡
の
生
還
を
果
た
す
な
ど
、

幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
「
ア
タ
ッ
ク
の
勇
気
と
断
念

す
る
勇
気
、そ
し
て
命
の
大
切
さ
」（
08
年
、

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
「
立
正
大
学
プ
レ
ゼ
ン
ツ
＝

エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
語
る
＝
髙
村
学
長
対
談
番

組
」
エ
キ
ス
パ
ー
ト
O
B
ゲ
ス
ト
出
演
コ
メ

ン
ト
）を
大
切
に
世
界
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議

で
法
学
部
・
硬
式
野
球
部
O
B
、
N
T
T
東

日
本
の
小
石
博
孝
投
手
が
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
に
2
位
指
名
を
受
け
入
団
が
決
定
し
ま

　

09
年
の
12
座（
ロ
ー
ツ
ェ
8
、5
1
6
ｍ
）

登
頂
成
功
後
、10
年
3
月
に
開
催
さ
れ
た『
初

代
竹
内
洋
岳
に
聞
く
』（
塩
野
米
松
著
／
丸

善
）
の
出
版
記
念
会
で
、
多
く
の
方
々
へ
の

感
謝
と
全
14
座
登
頂
成
功
へ
の
挑
戦
を
ス

ピ
ー
チ
。（
校
友
会
報
第
6
号
掲
載
）

「14Pro
ject

」
の
も
と
に
あ
と
1
座
（
ダ

ウ
ラ
ギ
リ
8
、
1
6
7
ｍ
）
の
登
頂
成
功
と

世
界
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

竹
内
さ
ん
の
全
14
座
登
頂
成
功
と
日
本
人

初
記
録
達
成
・
世
界
27
人
目
の
偉
業
を
ご
祈

念
し
、
全
国
の
同
窓
生
や
校
友
の
皆
様
の
力

強
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

全国の卒業生校友の皆様　あけましておめでとうございます。
昨年は、東日本大震災で多くの卒業生校友や在校生、ご父母の皆様が被災されました。
同窓会では大学・校友会と連携して募金事業を行いました。
大学は本年開校１４０周年を迎え、新たな一歩を踏み出します。
同窓会も大学とともに新しい一歩を踏み出す所存です。
２０１２年が全国でご活躍の同窓生校友の皆様にとって最良の年になりますよう、
ご健勝とご発展をお祈り申し上げます。

10月31日現在　敬称略

北海道 
秋田県 
山形県 
埼玉県 
神奈川県 
東京都 
東京多摩 
富山県 
山梨県 
岐阜県 
滋賀県 
京都府 
大阪府 

 10,000 
 10,000 
 10,000 
 20,000 
 10,000 
 10,000 
 20,000 
 10,000 
 30,000 
 10,000 
 20,000 
 10,000 
 20,000 

 

630,000 円

[ 見舞金事業協力一覧 ]

収入

見舞金協力
被災支部（青森・岩手・宮城・福島・
茨城・栃木・千葉・長野・新潟）
見舞金 ＠70,000 円 ×9支部     
    
    

 支出
[ 見舞金収支 ]

島根県 
広島県 
山口県 
香川県 
愛媛県 
高知県 
長崎県 
熊本県 
宮崎県 
小計
仏教  
経営  
社会福祉

東京都支部・経済学部同窓会
岩手・宮城・福島へ各60,000円

総計

20,000 
 10,000 
 10,000 
 30,000 
20,000 
 10,000 
   10,000 
 10,000 
 10,000 

  320,000 
  30,000 
 30,000 
 30,000 

 
 180,000 

支部

支部

地球環境科学  
小計
山中進（熊本県支部同窓会支部長）
手島眞人（東京都支部同窓会支部長）
三澤金一郎（経済学部同窓会長）  
小楠敏（文学部同窓会長）
野坂法雄（立正大学同窓会長）  
小計

30,000 
 120,000 
 10,000 
 10,000 
 10,000 
 10,000 
 50,000 
  90,000 
100,000 
630,000 

支部

学部

個人

 同窓会本部    

630,000 円

竹内洋岳（たけうち　ひろたか）さん
プロフェッショナル　マウンテン　クライマー・
株式会社ＩＣＩ石井スポーツ所属。
71年生まれ・東京都出身。９8年立正大学
仏教学部卒・在学中山岳部に所属、２０歳で
ヒマラヤ８，０００ｍ峰登山。プロクライマーとし
て世界８，０００ｍ峰１４座登頂をめざす。11年
9月、１４座のうち１３座目のチョー・オユー（ヒ
マラヤ）８，２０１ｍ無酸素登頂に成功・日本人
最多登頂記録更新。

ヒマラヤ･カラコルム世界8,000ｍ峰
14座中13座登頂成功の軌跡
95年5月 　マカルー　 8,463 ｍ

96年5月 　エベレスト 8,848m

96年8月 　Ｋ２ 8,611 ｍ

01年6月 ＊ナンガパルパット 8,125 ｍ

04年5月 ＊アンナプルナⅠ峰 8,091 ｍ

04年7月 ＊ガッシャブルムⅠ峰 8,068 ｍ

05年5月 ＊シシャパンマ 8,027 ｍ

06年5月 ＊カンチェンジュンガ 8,586 ｍ

07年5月 ＊マナスル　　 8,163 ｍ

08年7月 ＊ガッシャブルムⅡ峰 8,035 ｍ

08年７月 ＊ブロードピーク　 8,051 ｍ

09年5月 ＊ローツェ　　 8,516 ｍ

11年9月 ＊チョー・オユー　 8,201 ｍ

挑戦中 　ダウラギリ 8,167 ｍ

祝謹賀
新年
2012

祝

祝

祈

祈

ヒ
マ
ラ
ヤ　

チ
ョ
ー
・
オ

ユ
ー
無
酸
素
登
頂
成
功
、
日

本
人
自
己
記
録
更
新

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
入
団

14
座
（
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
）
登
頂

成
功
・
日
本
人
初
世
界
14
座

登
頂
達
成

大
活
躍

2
0
1
2

挑
戦
す
る
O
B

竹
内
洋
岳
さ
ん

小
石
博
孝
さ
ん

■
仏
教
学
部
・
山
岳
部
Ｏ
Ｂ　

■
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
ク
ラ
イ
マ
ー

■
法
学
部
・
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ　

■
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本（
投
手
）

■
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ　

ド
ラ
フ
ト
２
位
指
名･

入
団

　

卒
業
後
の
N
T
T
東
日
本
で
は
社
会
人
野

球
日
本
選
手
権
で
の
大
会
優
秀
選
手
賞
受
賞

な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
埼
玉

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
本
学
硬
式
野
球
部
O
B

西
口
文
也
投
手
と
と
も
に
来
シ
ー
ズ
ン
の
大

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
生
の

皆
様
、
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊印＝無酸素登頂 登山家竹内洋岳公式ブログより

し
た
。

　

小
石
さ
ん
は
南
投
手
（
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
）
と
と
も
に
09
年
の
東
都
1
部
秋

季
リ
ー
グ
優
勝
と
明
治
神
宮
野
球
大
会
優
勝

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
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